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１．互いに信じ　助けあう
　　　あたたかいこころをそだてましょう
１．からだをきたえ　仕事にはげみ
　　　　あかるい家庭を　きずきましょう
１．自然を愛し　水とみどりの
　　　　きれいなまちを　つくりましょう
１．知性を高め　教養をつちかい
　　　　文化のみのりを　ひろげましょう
１．伝統をふまえ　未来をみつめる　
　　　　若い力を　のばしましょう

一中地区市民委員会
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平
成
二
十
六
年
は
、
土
浦
小
学
校

百
四
十
二
年
と
い
う
長
い
歴
史
の
中
で
も

節
目
と
な
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

一
つ
は
新
校
舎
の
完
成
で
す
。
二
月
か

ら
新
校
舎
で
の
生
活
が
始
ま
り
、
子
供
た

ち
は
生
き
生
き
と
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
新
校
舎
の
特
徴
は
木
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
て
い
る
こ
と
、
一
階
か
ら
二
階

に
上
が
る
大
階
段
と
吹
き
抜
け
を
中
心
に

広
々
と
し
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
こ
と
、
各
教
室
は
従
来
の
教
室
に
比

べ
る
と
一
・
四
倍
ほ
ど
横
に
広
く
、
水
道

が
引
か
れ
給
食
の
配
膳
が
で
き
る
よ
う
な

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
冷
暖
房

が
完
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
一
階
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

集
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
金
管
バ

ン
ド
や
た
ま
き
合
唱
団
が
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
、
素
敵
な
演
奏
や
歌
声
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
ス
ペ
ー
ス

は
、
非
常
時
に
避
難
場
所
と
し
て
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み

に
は
四
年
生
か
ら
六
年
生
に
一
週
間
、「
学

び
の
広
場
」
と
い
う
算
数
を
中
心
と
し
た

補
習
を
行
い
ま
し
た
が
、
各
教
室
は
快
適

な
室
温
が
保
た
れ
、
集
中
し
て
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
三
階
に
あ
る

多
目
的
室
で
は
、
学
年
集
会
や
懇
談
会
を

開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
日
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

図
書
委
員
会
の
主
催
で
二
年
生
を
対
象
と

し
た
紙
芝
居
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
土
浦
小
学
校
で
は
、
新
校
舎
の
特

港
町
一
・
二
丁
目
は
土
浦
駅
東
に
面
し

た
一
帯
を
桜
川
に
沿
っ
て
霞
ヶ
浦
方
面
へ

向
か
っ
た
、
約
八
百
世
帯
を
擁
し
た
旧
田

園
地
帯
で
す
。
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
が

約
百
人
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
達
は

八
十
人
程
度
で
あ
る
。
今
は
農
地
も
少
な

長
を
生
か
し
て
伸
び
伸
び
と
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
十
月
に
は
立
派
な
外

壁
と
門
が
完
成
し
、
あ
と
は
校
庭
の
完
成

を
待
つ
ば
か
り
で
す
。
来
年
の
二
月
に
は

竣
工
式
を
行
う
予
定
で
す
。

も
う
一
つ
は
宍
塚
小
学
校
と
の
統
合
で

す
。
宍
塚
小
学
校
は
三
月
に
百
三
十
六
年

の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

宍
塚
、
矢
作
、
飯
田
、
佐
野
子
、
粕
毛
の

地
区
の
皆
さ
ん
が
土
浦
小
学
校
の
仲
間
に

な
り
ま
し
た
。
年
度
は
じ
め
は
慣
れ
な
い

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学
や
、
大
人
数
の

中
で
の
生
活
に
戸
惑
い
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
今
で
は
た
く
さ
ん
友
達
も
で
き
て

楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
土

浦
小
学
校
に
は「
余
ら
ず
欠
け
ず
只
一
輪
」

と
い
う
「
た
ま
き
の
教
え
」
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
仲
良
く
助
け
合

う
心
を
大
切
に
し
な
さ
い
と
い
う
教
え
で

す
。
今
こ
そ
こ
の
教
え
に
立
ち
返
り
、
児

童
、
保
護
者
、
職
員
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の

皆
様
も
一
緒
に
な
っ
て
大
き
な
輪
を
つ
く

り
、
と
も
に
歴
史
を
刻
ん
で
い
け
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
筆
者
は
土
浦
小
学
校
の
校
長
で
す
）
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委
　
員  

加
藤
　
勝
雄

く
、
昔
の
面
影
を
見
出
す
の
は
難
し
い
。

駅
前
大
通
り
を
二
辻
先
を
左
へ
入
っ
た
児

童
館
の
横
に
御
堂
が
あ
る
。
表
題
の
「
桜

川
不
動
尊
」
で
あ
る
。
不
動
尊
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。
色
黒
く
、
眼
を
怒
ら
し
、
左

眼
を
細
く
閉
じ
、
右
上
唇
を
咬
み
、
右
手

に
降
魔
の
剣
を
持
ち
、
左
手
に
縛
の
索
を

持
ち
、
常
に
大
火
炎
の
中
に
あ
っ
て
石
上

に
座
す
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、
正
義
を
讃

へ
、
悪
を
叱
る
。
見
か
け
に
よ
ら
ず
、
心

や
さ
し
き
明
王
だ
そ
う
で
、
そ
れ
が
お
不

動
さ
ん
で
す
。
今
で
は
、
宗
派
・
教
義
を

超
越
し
て
、
ま
さ
に
人
々
の
「
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
」
と
し
て
敬
わ
れ
て
い
ま
す
。
以

前
に
有
志
が
集
い
、
不
動
講
を
つ
く
り
、

不
動
尊
を
奉
祀
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

現
在
も
継
承
し
て
、
毎
年
一
月
末
の
日

曜
日
に
「
桜
川
不
動
尊
祭
・
港
祭
り
」
と

し
て
、
町
内
老
若
男
女
が
児
童
館
に
集
い

ま
す
。「
子
ど
も
育
成
会
」や
青
壮
年
の「
港

会
」、
高
齢
者
会
の
「
港
和
会
」
な
ど
が

協
力
し
て
異
世
代
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

祭
り
は
、
近
隣
町
会
諸
氏
の
参
加
も
願
っ

て
、
僧
侶
の
読
経
、
参
加
者
の
焼
香
・
合

掌
礼
拝
。
そ
し
て
、
児
童
会
館
で
は
、
児

童
の
絵
画
作
品
の
展
示
・
優
秀
作
品
の
表

彰
、
小
学
六
年
生
へ
の
感
謝
状
贈
呈
（
引

率
登
校
の
お
礼
等
）、
餅
つ
き
、
焼
き
そ

ば
、
昼
食
作
り
等
々
（
当
然
酒
類
も
豊
富

だ
）、
懇
談
・
会
食
。
祭
の
最
終
は
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
く
じ
引
き
（
一
等
高
級
自

転
車
等
）
で
、
ご
り
や
く
を
頂
い
て
閉
会
。

そ
の
貴
重
な
御
堂
の
鍵
を
こ
じ
開
け

て
、
お
賽
銭
を
盗
む
輩
も
い
る
。
こ
の
世

の
中
で
、
正
義
と
不
正
義
に
つ
い
て
、
お

不
動
さ
ま
は
如
何
に
裁
く
の
か
お
迷
い
で

し
ょ
う
。
法
律
違
反
だ
け
で
は
善
と
悪
の

差
別
は
出
来
ま
い
。
道
徳
違
反
の
部
分
を

如
何
に
諭
し
、
ど
う
導
く
の
か
。
考
え
て


